ご報告
ボランティア基金返還等請求事件（原告　鎌田まりみ外35名）について
2月5日　午後1時15分　大阪地方裁判所において、判決があり、原告の請求をすべて棄却する。という勝訴判決が言い渡されました。
本判決において、3年もの長い間、ご支援者の皆さまには大変、ご心配をお掛けいたしました。ご支援くださった皆様方には心より感謝と御礼を申し上げます。
振り返れば、平成18年9月に起きた広島ドッグパーク事件では、実に580頭もの犬が悲惨な環境下に置かれ、既に死亡していた頭数は生き残った頭数に匹敵するとも推測されていました。生き残った犬たちは殆どが瀕死の状況であり、レスキューがもう少し遅れていたら全頭が餓死していたかもしれない状況でした。
多くのメディアが報道をなし世界にも知られた崩壊事件。けっして忘れてはいけない事件となりました。
多くのボランティアさんや全国のご支援者の皆さまのご協力とご支援により、残された犬たちが救われ健康体に快復し、今では一般の飼い犬として余生を過ごす事が出来ていることは喜ばしい事実です。
これらはすべて善意ある方々による功績です。
人と動物とが安心して暮らせる社会を構築する礎となる実績と、評価したいと考えます。
これをきっかけに、愛犬家のみならず社会全体が動物愛護に向けて関心を持たれ、命を大切にするという情操教育の推進と経済大国の名に恥じぬ動物愛護先進国になれるように、祈願したいと思います。
司法の判断により私たちの動物愛護活動の成果と実績が評価され、またマスコミの報道により大きく報じられた事件は一応の終結を迎えたことと真摯に受け止めております。
また、訴訟に至った経緯につきましては不徳の致すところと反省もし、今後の保護犬救済活動に際しましては、判決主旨を謙虚に受け止め、更なる活動を継続していく所存であります。
今後ともご支援ご指導ご鞭撻を賜れますようにお願い申し上げます。
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